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　　市　の，人　口

l昭和60年11月１日現在）

　52,673世帯（前月比72世帯増）

　165,295人（前月比162人増）

　82,045人

　83,250人

世帯数

人　口

　　男

　　女

1
1
月
2
3
日
、
宇
治
市
民
会
館
で

　
十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の
日
。
市
で
は
、
長
年
ｔ
わ
た
っ
て
一
つ
の
仕
事

に
取
り
組
み
、
卓
越
し
た
技
能
で
他
の
模
範
と
な
る
十
六
人
の
皆
さ
ん
を
市
内
各
団

体
な
ど
か
ら
の
推
薦
で
、
本
市
の
第
十
四
回
技
能
功
労
者
に
決
定
し
ま
し
た
。
昭
和

四
十
七
年
の
初
回
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
三
百
二
十
五
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

象
嵌
（
ぞ
う
が
ん
）
、
家
具
製
造
、
製
茶
な
ど
十
三
職
種
か
ら
選
ば
れ
た
十
六
人
の
皆

さ
ん
は
、
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
宇
治
市
民
会
館
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
宏
雨
技
師
功
労
者
の
表
彰
は
。

長
年
一
つ
の
職
業
に
就
き
、
慄
れ

た
技
能
聖
早
恚
人
の
功
労
を
た

た
え
る
と
共
に
、
社
会
的
・
経
済

的
地
位
や
技
術
水
準
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
未
了
。

　
技
師
功
労
者
は
、
市
内
に
五
年

以
上
住
み
、
同
一
職
種
に
三
十
年

以
上
拷
わ
っ
て
来
た
六
十
歳
以
上

の
人
で
、
商
工
業
者
の
団
体
や
町

内
会
、
自
治
会
な
芦
示
ら
の
推
薦

か
受
け
て
決
定
さ
れ
未
了
。

　
今
回
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
女
性

一
人
を
貪
竿
三
職
種
土
ハ
人
。

年
齢
で
は
一
八
十
歳
か
公
嵩
七
十

六
歳
ま
で
、
経
験
年
数
も
三
十
年

か
ら
最
高
五
十
三
年
と
、
い
ず
れ

も
地
味
な
努
力
監
箆
一
を
長
年
積

み
重
ね
て
、
伝
統
か
受
け
継
い
で

来
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
勤
労
感
謝
の
日
の

十
一
月
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
、

宇
治
市
民
会
館
で
竹
わ
れ
ま
す
。

当
日
会
場
で
は
、
こ
の
道
三
十
一

▲象嵌(ぞうがん)細工31年の横田さん

年
と
い
う
府
下
で
も
数
少
な
い
象

嵌
（
ぞ
ラ
が
ん
）
細
工
師
横
田
良
美

さ
ん
（
六
〇
）
に
、
熟
練
の
技
能
を

披
露
し
て
い
た
だ
去
蚤
す
。
ま
た
、

家
具
製
造
職
の
高
尾
房
次
さ
ん

（
七
三
）
の
唐
木
家
具
も
展
示
披
露

さ
れ
未
了
。

26日から

秋の火災予防運動

　
機
械
生
産
が
進
み
、
手
の
ぬ
く

。
も
ぴ
が
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
今
日
、
熟
練
の
技
に
よ
る
手
仕

事
は
、
使
ラ
人
の
心
に
深
い
感
動

を
与
え
で
乙
れ
未
丁
。

表
彰
の
功
労
者
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－
－
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順
不
同
、
敬
称
略

　
翁
嵌
（
ぞ
ラ
が
ん
）
工
芸
職
）

横
田
良
実
（
六
〇
）
＝
小
倉
町
山
際
、

経
験
三
十
一
年
。

‘

　
昭
和
四
十
三
年
か
ら
禾
市
に
在

住
し
、
自
宅
で
平
安
美
術
象
嵌
を

営
む
。
伝
統
工
芸
で
あ
る
金
・
銀
象

嵌
の
数
少
な
い
技
術
者
。
象
嵌
の

技
術
は
、
天
平
時
代
に
シ
リ
ア
の

ダ
マ
ス
カ
ス
か
ら
渡
来
し
た
と
伝

え
ら
れ
、
そ
の
昔
、
武
具
や
銃
砲

の
飾
り
と
し
て
、
金
・
銀
細
工
を

施
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
現
在

は
、
装
４
具
に
広
く
使
用
さ
れ
て

い
毒
了
。
表
彰
式
の
当
日
、
会
場

で
技
能
舎
辰
さ
れ
車
ｙ
。

　
（
家
具
製
造
職
》

高
尾
房
次
（
七
三
Υ
小
倉
町
蓮
池
、

経
験
五
十
三
年
。

　
（
製
茶
職
〉

南
久
三
郎
（
七
一
八
Ｔ
池
尾
東
組
、

経
験
四
十
三
年
。

‰
リ
ド

　
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
干
二

月
二
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
「
秋

の
火
災
予
防
運
動
」
が
始
ま
り

車
ｙ
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が

発
生
し
や
ｙ
い
時
期
夕
迎
え
て

市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識

の
向
上
を
図
り
、
火
災
に
よ
る

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防

ご
う
と
い
ら
も
の
で
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
次
の
こ
と

を
重
点
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

①
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
を
対

象
と
し
た
防
火
安
全
指
導
②
家

庭
で
の
防
火
対
策
の
推
進
③
特

定
防
火
対
象
物
へ
の
防
火
安
全

　
（
美
容
９

徳
平
和
子
（
六
六
Ｔ
開
町
、

経
験
四
十
二
年
。

　
《
製
茶
職
》

神
出
脩
三
（
六
Ξ
Υ
東
笠
取
中
島
、

経
験
三
十
二
年
。
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壇
ｙ

Ｈ
報
鑓
よ
爵
岱
、

の
確
保
④
防
災
機
器
等
の
普
及

推
進
⑤
危
険
物
、
ガ
ス
な
ど
の

災
害
防
止
対
策
の
推
進
。

　
こ
れ
ら
の
目
的
か
達
成
す
る

た
め
、
体
の
不
自
由
な
人
が
い

る
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
、
家
庭

で
の
防
火
や
避
難
に
つ
い
て
指

導
し
ま
す
。
ま
た
、
各
事
業
所

で
は
避
難
訓
練
や
消
防
用
設
備

の
点
検
、
消
防
肘
圃
の
見
直
し

な
ぺ
従
業
員
へ
の
防
火
教
育

夕
徹
底
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ

と
に
し
て
い
未
了
。

〈
防
火
の
４
チ
ェ
ッ
ク
〉

　
・
場
所
は
危
険
で
な
い
か
Ｏ

　
《
鉄
工
職
）

横
谷
昌
一
（
六
二
）
⊥
ハ
地
蔵
柿
ノ

木
町
、
経
験
四
十
五
年
。

　
〈
鉄
工
９

宮
西
正
美
（
六
二
Ｔ
広
野
町
寺
山
、

経
験
四
十
七
年
。

　
（
電
気
工
事
職
〉

上
垣
信
行
（
六
一
）
上
ハ
地
蔵
紺
屋

町
、
経
験
四
十
年
。

　
〈
表
具
職
）

坂
戸
善
造
（
六
〇
）
よ
野
町
小
根

尾
、
経
験
四
十
年
。

器
具
は
安
全
か
里
呪
用
法
は
正

し
い
か
ｏ
後
始
末
は
完
全
か
。

　
〈
火
の
用
心
の
７
ポ
イ
ン
ト
〉

　
昌
廼
ば
こ
や
、
た
ぱ
こ
の

投
げ
捨
て
を
し
な
い
刄
玄
七

に
は
マ
″
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

ば
せ
な
い
Ｏ
風
の
強
い
時
は
た

き
火
を
し
な
い
っ
天
ぷ
ら
を
揚

げ
る
時
は
そ
の
場
を
難
れ
な
い

っ
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い
っ
ふ
ろ
の
空
炊
き

を
し
な
い
っ
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃

え
や
す
い
物
か
近
づ
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
（
時
計
修
理
職
》

辻
井
重
一
（
六
〇
）
―
小
倉
町
南
堀

池
、
経
験
四
十
年
。

　
（
大
工
Ｓ

古
田
清
（
六
〇
Ｔ
広
野
町
小
根
尾
、

経
験
五
十
年
。

　
（
印
刷
職
〉

笠
井
一
（
六
〇
）
＝
棋
島
町
干
足
、

経
験
三
十
年
。

　
含
装
職
〉

西
川
小
一
（
六
〇
Ｔ
羽
拍
子
町
、

経
験
三
土
〈
年
。

525

怖
い
の
は
消
し
た
つ
も
り
と
消
し
た
は
ず

コ
ツ
コ
ツ
熟
練
技
に

女
性
含
む
1
6
人
を
表
彰

第14回宇治市

技能功労者決まる
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梅
原
猛
さ
ん
が
講
演

文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
一
周
年
記
念
で

　
宇
冶
市
文
化
セ
ン
タ
_
ｖ
ｙ
は
、

開
館
一
周
年
を
記
念
し
て
、
講
演

一
言
肘
ド
ヽ
昌
亀

芸
術
大
学
学
長
の
梅
臨
焚
ん
が
、

古
代
の
宇
治
人
に
ス
ポ
″
ト
を
あ

て
、
最
も
文
学
的

な
川
と
い
え
る
宇

治
川
に
か
か
幻
る

ロ
マ
ン
を
、
雄
大

な
ス
ケ
ー
ル
で
解

明
し
、
初
め
て
宇

治
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
ず
。

　
▼
と
亭
・
・
1
2
月
1
4
貝
ｍ
一
、
午
後

１
時
１
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化

セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル
▼
テ
ー
マ

・
・
古
典
に
登
場
Ｔ
早
治
ト
古
事

記
・
万
葉
集
・
源
氏
物
語
に
み
る
。

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
要
り
未
了
。
入
場
整
理
券
ほ
、

中
央
図
書
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
事

務
室
（
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
）
’
、
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
、
栄
治
・

木
幡
・
小
倉
の
各
公
民
館
へ
。
満

席
の
場
合
、
入
場
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
未
了
。
詳
細
は
中
央

図
書
館
（
き
⑩
1
6
1
1
）
へ
。

寥
▼
募
集
内
容
・
・
・
福
祉
工
場
（
重

度
の
身
体
障
害
者
で
、
。
就
労
意
欲
、

作
業
能
力
は
あ
る
が
、
工
場
設
備

な
ど
の
不
便
必
？
り
、
一
般
企
業

で
就
栞
ず
る
こ
と
が
困
難
な
人
。

5
0
人
）
。
。
授
産
施
設
（
重
度
の
４

体
障
害
者
で
、
直
ち
に
雇
用
”
。
れ

る
こ
と
が
困
難
な
人
。
5
0
人
）
▼

申
し
込
み
・
問
い
命
幻
せ
・
・
・
福
祉

工
場
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
、
授
産
施
設
は
宇
治
市
福
祉
事

務
所
障
害
福
祉
係
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
。
第
Ｌ
次
募
集
は
1
1
月
末
日

ま
で
。
1
2
月
以
降
も
引
き
続
き
募

集
し
津
ｙ
。
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
宇
泊
・
城
陽
・
久
御
山

　
農
業
振
興
祭

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
Ｉ
Ｒ
旧
、
午
前

９
堕
Ｔ
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
Ｌ
・
・

久
御
山
町
立
佐
山
小
学
校
（
久
世

－－－・・－・－－・・ 一 － － － －

ミミ●

か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
ず
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の

京
都
国
体
は
、
「
モ
デ
ル
国
体
」

と
し
て
、
全
国
か
ら
の
注
目
を

集
の
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
事
項
の
詳
細
は
、

以
後
の
「
国
体
豆
知
訥
（
そ

の
８
・
９
）
に
わ
た
り
お
知
ら

せ
し
津
ｙ
。

　
　
　
　
　
（
国
体
準
備
室
）

郡
久
御
山
町
佐
古
内
屋
敷
）
▼
内

容
・
・
・
農
産
物
の
品
評
会
、
農
協
コ

ー
ナ
ー
（
特
産
物
の
直
売
）
、
観

葉
植
物
の
直
売
、
米
と
野
菜
の
消

費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
、
牛
乳
の
消
費

拡
大
コ
ー
ナ
ー
、
食
隻
肢
善
コ

ー
ナ
ー
な
ぺ

　
な
お
、
農
産
物
品
評
会
の
出
品

物
即
売
会
は
、
午
後
(
Ｍ
時
か
灸
汀

い
未
了
。
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

　
　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

　
　
初
等
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
Ｕ
昼
百
ｓ
か
＾
Ｑ
ｆ
ｆ
ｌ

お買物のめやす
消費者物価20（11月分
）

　この公表価格は、11月初めに実施した消費者モニタ
ー店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

晶　’名 規　　格 平均
価格

価格状況
最高
価恪 詣対前月比 対前年比

灯　　油
18(店頭 1.309AIM

A9.5°l,m 1,23"

18(配遣 1,364▲1.9▲8.61 480 1.300

ガソリン
レギュラー1(現金
充り 138 A1.4▲6.1 145 130

ティッシュ

　ベー/f－ 400枚入I)1箱
(ﾀﾘわﾀｽ･ｽｺﾌﾃｨ) 153 ０ 1.3 168 128

台所用
　　ラ... -f サランラップ

30c●×20m 222▲0.9▲0.4 238 178
アル

イル25cm×8m 162 1.9▲2.4 188 no

シャンプー 液体ポリ容器220CC
花王エッセンシャル 230 ０ A1.3 230 225

洗濯用，粉石けん 2.4kg 874 0.2 A1.8 970 750

牛　　肉
すき焼用
中程度100g 346 3.3▲4.4 500 250

a.さけ 切り身100g 343 0.9 10.3 468 125

バレイショ 男爵100g 20 ▲9.1 5.3 38 10

キャベツ中玉約lkf 170 36 40.5 250 100

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個　　　　． 229 ･0 11.2 278 188

食用油 日清サラダ油瓶入1.650f 700▲2.8▲4.2 798 570

しよう油
キッコーマン濃口
瓶入2 t 553 2.6 2.8 800 493

砂　　糖上白llg 258▲0.8▲0.8 308 218

小麦粉
日清小麦粉フラワー
Ui （薄力粉） 209▲0.9 l.S 228 198

インスfント
　コーヒー

ネスカフェ黒ラベル
瓶入I50g

1.059 0.8 7.41,158 985

み　　そタヶヤミソlkf 323▲1.5▲2.1 358 248

食ノｆン
普通品1斤
(スライスしたもの) 160轟0.6 ０ 170 120

洗濯代 ワイシャツ白の長そで 156 ０ 7.6 2S0 120

週
ぶ
曜
日
の
６
ヵ
月
間
。
時
間
は

午
咳
…
蒔
～
正
午
、
午
後
７
時
１

９
時
の
い
ず
れ
か
希
望
の
時
間
に

▼
と
こ
う
・
・
雲
参
民
館
（
早
急

里
尻
7
1
－
９
）
▼
費
用
・
：
受
講
料

　
（
月
額
四
百
円
）
と
テ
キ
ス
ト
代

六
百
円
▼
申
し
込
み
…
宇
治
エ
ス

ペ
ー
フ
ン
ト
会
の
中
村
Ｅ
出
男
さ
ん

　
（
豊
⑩
2
0
4
7
）
か
、
講
習
会

開
始
当
日
の
会
場
で
も
ｆ
ｔ
ｔ
ｅ
付
け

東宇治地区

都
市
計
画
街
路
網
の

地
元
説
明
会

思
落
地
区
の
都
市

計
画
街
路
網
の
再
編
に
向
け
て
、

検
討
を
進
め
て
堡
じ
た
。
今
回
、

八
路
線
の
計
画
案
の
ａ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
<
!
Ｈ

Ｓ
冒
垂
ず
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
1
1
月
2
6
日

叫
＝
木
幡
小
学
校
体
育
館
、
2
9
日

倒
＝
宇
治
公
民
館
（
市
民
会
館
）
、

1
2
月
３
日
脚
上
洛
否
中
学
校
体

育
館
、
６
日
廊
１
一
荒
戸
小
学
校

康
司
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
　
第
３
回
書
展

　
　
（
宇
治
の
夢
）

　
▼
と
亭
・
・
1
1
月
2
1
日
團
ふ
哲

困
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
宏
吊
観
光
セ
ン
タ
ー
２

階
▼
内
容
・
・
・
観
象
舎
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
『
千
年
の
歴
史
と
文
化
の

宇
治
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
書
展
。

体
育
館
。
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

後
７
堅
Ｔ
９
時
。
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
▼
内
容
・
・
・
・
京

都
宇
治
線
の
幅
員
変
男
・
宇
治

川
東
岸
線
塵
昌
農
園
須
留
線
・

南
山
東
西
線
Ｏ
南
山
南
北
線
Ｏ
木

幡
東
西
線
Ｏ
羽
戸
山
線
品
篁
線

の
７
路
線
の
追
加
。
左
図
参
照
。

　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

出
品
点
数
は
3
3
点
▼
問
い
合
わ
せ

・
・
・
ｚ
笛
観
光
セ
ス
タ
ー
（
豊
⑩

ａ
４
）
。
（
商
工
観
光
課
）

　
ヽ
秋
の

　
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動

　
秋
の
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動
が
、

1
1
月
2
5
B
側
か
拐
月
１
日
㈲
ま

刄
只
Ｋ
未
Ｋ
期
間
中
、
住
ま
い

の
周
辺
や
各
企
業
の
内
外
の
美
化

清
掃
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。
1
2
月

１
日
間
牽
甲
心
に
、
牢
島
川
左
岸
・

右
岸
、
市
街
地
な
ど
亘
斉
清
掃

が
取
り
組
次
れ
ま
ｙ
。

　
な
お
、
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー

ン
箆
撮
動
は
、
1
2
月
１
日
㈲
、

午
前
９
時
か
ら
1
1
時
ま
で
、
府
立

宇
治
公
園
・
塔
の
島
周
辺
１

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

　
〈
サ
ッ
カ
ー
〉
1
1
月
2
4
日
㈲
ａ

南
小
倉
小
学
校
、
1
2
月
１
日
０
＝

▲印は減

神
明
小
学
校
。
〈
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
〉

1
2
月
１
日
面
＝
北
小
倉
小
学
校
。

　
〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉
1
2
月
１
日
面

―
北
小
倉
小
学
校
　
〈
卓
球
〉
1
2

月
１
日
面
―
大
久
保
小
学
校
。

　
時
間
は
、
い
ず
″
石
午
前
十
時

～
正
午
。
一
人
で
も
、
グ
ル
ー
プ

で
も
参
加
で
孝
示
ｙ
。
直
接
＜
Ｋ
場

へ
お
越
１
　
て
だ
さ
い
。
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
と
卓
球
希
望
者
は
上
靴
持
参

の
こ
と
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
　
　
お
は
な
し
会

　
お
は
な
し
の
楽
し
さ
を
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
み
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
Ｌ
・
．
Ｕ
研
甘
叫
午
後

３
堕
Ｔ
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
↑
・
・
中
央

図
書
館
集
｛
罹
▼
内
容
…
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
▼

参
加
料
・
：
無
料
▼
問
い
＜
ｎ
Ｑ
ｔ
)
｡
｡
｡

中
央
図
書
館
（
ｔ
⑩
１
-
ｄ
Ｏ
ｉ
―
I
i
-
Ｈ
）

へ
。
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）
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梅
原
猛
さ
ん
　
一
九
二
五
年
仙
台
市
生
ま
れ
。
京

都
大
学
哲
学
科
卒
。
立
命
館
大
学
教
授
を
経
て
、
現

在
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
学
長
。
「
隠
さ
れ
た
十
字

架
」
「
水
底
の
歌
」
な
ど
の
日
本
古
代
史
の
謎
を
解

明
す
る
著
作
に
よ
っ
て
、
日
本
学
の
大
家
と
い
う
評

価
が
さ
れ
て
い
る
。

・嘘・・・

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

料
理
教
室
を
開
催

　
核
家
族
化
と
高
齢
化
社
会
の
進

行
の
中
で
、
地
域
で
の
一
人
暮
ら

１
　
老
人
の
数
は
急
速
に
増
え
て
い

ま
ず
。

　
年
か
ど
っ
て
栄
養
が
不
足
す
る

と
体
力
が
弱
ま
り
、
老
化
奎
早
め

未
Ｋ
健
康
禁
廷
持
す
る
た
め
に

は
、
毎
日
の
食
事
に
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
一

人
暮
β
に
若
人
は
食
牛
顎
一
に
様
々

な
困
難
を
抱
え
て
暮
ら
し
て
い
ま

　
　
「
国
体
の
あ
り
き
に
つ
い

て
は
、
過
去
何
回
か
論
議
忿
呼

び
、
楡
訂
が
さ
れ
、
国
体
の
開

催
・
運
営
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
「
国
民
体
育
大
会
開
催
基
準

要
項
」
（
昭
和
三
十
年
一
月
制

定
）
は
五
十
五
年
ま
で
に
、
十

回
の
改
訂
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
二
巡
目
の
ト
″
プ

奎
抑
る
京
都
府
は
、
京
都
国
体

研
究
懇
談
会
で
、
一
年
が
か
り

す
。
今
回
、
一
人
夢
り
し
老
人
を

対
象
に
、
食
牛
活
の
改
善
と
地
域

で
末
長
く
自
活
で
き
る
条
件
づ
く

り
の
一
助
と
し
て
、
料
理
教
室
を

開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
１
９
一
旦
…
甘
㈹
、
午
前

1
0
時
１
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住

の
6
5
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
人

▼
講
師
・
・
・
ｚ
萌
星
園
栄
養
士
、

山
本
貞
子
’
兄
▼
定
員
…
3
0
人
▼

V
i
i
M
Q
た
「
二
巡
目
以
降
の

国
体
の
あ
り
き
と
し
て
の
試

案
吸
五
十
七
年
一
月
に
日
本

2巡目の特徴

提
言
。
。
日
本
体
育

協
会
で
は
提
言
内

容
鷺
総
合
的
に
検

持
ち
物
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
▼
費
用
・
：
百

円
▼
申
に
込
み
・
・
・
監
福
祉
協
議

会
（
雲
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
（
襲
福
祉
協
議
会
）

　
身
体
障
害
者
教
室

〈
視
覚
障
！

　
▼
と
章
｛
村
2
8
E
團
▼
見
学

地
・
：
国
立
民
族
学
博
物
館
、
Ｍ
Ｂ

Ｓ
放
送
又
化
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
の
視
覚
障
害
者
▼
定
員
・
：
2
0
人

▼
参
加
費
・
・
・
実
費
徴
収
。

　
（
視
覚
障
害
者
の
体
操
教
宣
〉

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
８
日
面
、
午
後

Ｌ
時
半
Ｌ
１
時
半
▼
と
こ
る
・
・
総

合
福
祉
会
館
▼
講
師
・
・
・
市
ス
ポ
ー

現
在
の
方
式
か
踏
襲
す
る
○
参

加
人
員
は
男
行
の
大
枠
を
保
持

し
、
穏
片
言
に
広
く
国
民
各

層
を
対
象
と
し
た
国
体
を
目
指

す
○
準
備
・
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
よ
り
一
層
簡
素
・
合
理
化

グ
振
興
蚤
雲
委
員
、
今
西
圭
子

吸
ん
▼
内
容
・
・
・
家
庭
で
出
来
る
健

康
体
操
▼
対
象
…
市
内
の
視
覚
障

害
者
。

　
申
し
込
み
・
問
忿
Ｓ
せ
は
、

い
ず
れ
も
市
教
育
委
員
会
襲
薮

育
課
へ
。
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
福
祉
工
場
で
働
く

　
障
害
者
を
募
集

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
に
オ
ー
プ

ン
か
予
定
し
て
い
る
「
京
都
太
陽

の
寥
で
は
、
工
場
従
業
員
と
施

設
入
所
者
夕
募
集
し
て
い
ま
ず
。

　
▼
施
設
所
在
地
・
・
・
京
都
市
南
区

上
鳥
羽
塔
ノ
森
上
河
原
3
7
－
２
▼

経
営
・
・
・
社
会
福
祉
法
人
「
太
陽
の

④
内
定
時
期
を
一
年
早
め
る
。

⑤
大
学
生
の
出
場
拠
｛
｛
を
二
力

　
所
に
限
定
す
る
。

⑤
会
期
中
に
、
別
の
全
国
レ
ベ

　
ル
の
競
技
会
を
実
施
１
　
な
い
。

⑦
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

よ
り
開
か
れ
た
国
体
へ

討
し
、
五
十
八
年

十
二
月
に
は
「
開

催
基
準
要
項
」
の
第
十
一
回
目

の
改
訂
受
行
い
ま
し
た
。

　
改
訂
言
れ
た
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
○
大
会
開
催
の
基
本
方
針
は

に
努
め
る
の
三
点
皐
ハ
前
提
と

し
て
、
次
の
具
体
的
な
事
項
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
成
年
二
部
を
設
置
す
る
。

②
総
合
成
績
の
採
点
方
法
奎
闇

　
略
化
す
る
。

③
中
学
生
の
参
加
を
認
め
る
。

　
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
加

　
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
「
よ
り
開
か
れ

た
国
体
」
舎
日
指
し
た
も
の
で

す
が
、
特
に
画
期
的
な
も
の
と

い
え
る
①
・
②
・
⑦
な
ど
は
、

二
巡
目
初
回
の
「
京
都
国
体
」

国体豆知識

１２月

１４日

市民書道展

中央公民館

中央図書館

児童書コーナー特別展示

12月27日まで

よみマスよみ

マスクリスマ

ス
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